
研究概要：自閉スペクトラム症（ASD）と統合失調症（SZ）は社会
機能障害の類似性が指摘されています。社会機能の中でも特に、労
働は自己効力感や生活の質、経済的自立において重要な役割を果た
します。本研究では、ASDとSZの患者さんを対象に、労働時間と社
会機能・知的能力との関連を検討しました。結果、ASDでは趣味な
どの娯楽活動が労働時間と中程度の正の相関を示し、娯楽が就労の
モチベーションや社会関係の構築に関係する可能性が示唆されまし
た。一方、SZでは、社会機能全般、特に自立実行が労働時間と有意
な関連があり、認知機能も労働に関連することが分かりました。
ASDとSZでは労働に関連する要因が異なり、それぞれの疾患特性に
応じた支援の必要性が示されました。
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